








































































  獺讐欝欝 1
 審査結果の要旨
 超音波検査法は生体内部の構造を各臓器または組織聞の音響学的差としてエコー像に表現し,
 臨床的に各種疾患の診断に応用されるようになったが,著者は胆石症については,胆石エコーに
 ついて実験的および臨床的に検討し,また悪性腫瘍については,診断の意義ならびに問題点につ
 いて検討し,次のような結果を得た。
 1)摘出胆石による胆石エコー強さは,胆石の大きさ,表面の平滑・凹凸にはほとんど左右さ
 れず,胆石の性状と形により変化するが,胆石の性状との間には一定の相関があることにより,
 総合的に判断すると,胆石エコーの強さは胆石の形により変化すると推定され,また多面体にお
 いては,面の相違によって強さが変化する。
 2)胆道系疾患128例については,診断適中率は胆のう結石69例では64例92.8%,総
 胆管結石9例では2例22.2%,胆のう癌15例では9例60.0%,胆道癌12例では2例16・7
 %,膵癌23例では11例47.8%で,総計で1ま128例中88例68.8%であった。
 昇)胆石症のうち胆のう結石症の診断率は9且8%と良好で・特に排泄性胆のう造影陰性37例のう
 ち34例を診断し得たので,造影陰性の場合は積極的に超音波検査を施行すべきである。
 4)胆道系および膵の悪性腫瘍については,胆のう癌は胆道癌や膵癌に比べると診断適中率は
 高く60、0%であったが,胆石を伴った早期がんや肝などへの浸潤が強いがんは診断不可能であっ
 た。また,胆道癌の診断適中率は16.7%と最も低く,膵癌の診断適中率は47.8%で,エコー
 パターンではSolidパターンが23例中18例と多い成績を得た。すなわち,胆道系疾患の診
 断には超音波検査はきわめて有効な診断法と考えられる。
 したがって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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